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WB 1:1000-1:2000,IHC 1:100-1:500,FC 1:25-1:50

44.2kDa

TERF2IP

Telomeric repeat-binding factor 2-interacting protein 1, TERF2-interacting telomeric protein
1, TRF2-interacting telomeric protein 1, Dopamine receptor-interacting protein 5,
Repressor/activator protein 1 homolog, RAP1 homolog, hRap1, TERF2IP, DRIP5, RAP1
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	応用
	抗原情報
	背景
	テロメア機能の調節因子と転写調節因子の両方として機能します。シェルタリン複合体（テロソーム）の構成要素として、テロメア長の調節と保護に関与しています。シェルタリン複合体の他の構成要素とは対照的に、テロメアキャッピングには不要であり、非相同末端結合（NHEJ）を介した修復からテロメアを保護することには関与しません。代わりに、テロメア組換えを負に制御するために必要であり、テロメア長に影響を及ぼす可能性がある相同組換え修復（HDR）の抑制に不可欠です。DNAに直接結合せず、TERF2との相互作用を介してテロメアの二本鎖5'-TTAGGG-3'リピートにリクルートされます。テロメアでの機能とは独立して、転写調節因子としても機能します。TERF2または他の因子との関連を介してテロメア外5'-TTAGGG-3'部位にリクルートされ、遺伝子発現を制御します。細胞質内にある場合、I-κB キナーゼ (IKK) 複合体と関連し、IKK を介した RELA/p65 のリン酸化を促進することで NF-κB シグナル伝達の調節因子として機能し、NF-κB 標的遺伝子の発現を活性化します。
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	全レーン：抗TERF2IP抗体（1:2000希釈）

